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内閣府が発表した平成 27 年版高齢社会白書によると、日本の総人口は平成 26 年 10 月現在で
1 億 2,708 万人と 4 年連続減少している ［4］。これに対して 65 歳以上の高齢者は過去最高の 3,300
万人となり、総人口に占める割合（高齢化率）は 26.0%（2.5 人に 1 人が 65 歳以上、4 人に 1 人
が 75 歳以上）とされ、今後、高齢者は平成 54 年まで増え続けて 3,657 万人に達すると見込まれ
ている。また、平成 23 年に調査された厚生労働省の患者調査によると、調査日（平成 23 年 10
月 18 日（火）～ 20 日（木）の 3 日）に全国（宮城県の石巻医療圏、気仙沼医療圏及び福島県
を除く）の医療施設で受療した推計患者数は、入院数が約 135 万人のうち 65 歳以上が約 92 万人、
75 歳以上が約 66 万人、外来数については約 726 万人のうち 65 歳以上が約 333 万人、75 歳以上
が約 183 万人と高齢者の受療率が非常に高いことが分かる ［5］。
図 1 に示すように平成 25 年における日本の平均寿命は男性 80.21 歳、女性 86.61 歳と毎年延
び続けているが、健康上に問題なく日常生活が送れる期間とする健康寿命については平成 25 年











































出所） 内閣府高齢化白書「平成 27 年版高齢社会白書」 ［4］、
厚生科学審議会地域保健健康増進栄養部会・次期国民健康づくり運動プラン策定専門委員会、
「健康日本 21（第 2 次）の推進に関する参考資料」 ［7］
 
図 1：平均寿命と健康寿命の推移 


















図 2：（左）健康寿命 延伸に向けた最近の取り組み、（右）健康な食事を構成する要因 





























































近年ではこれに白と黒の 2 色を追加した 5 色として食卓の彩りを豊かにすることが推奨されて




















































図 3：（左） 水晶体の年齢 率、（右）年齢に対する必要照度
出所） （左）樋口和則、中 山本新、高齢者の視覚特性模擬技術の開発、
豊田中央研究所 R レビュー、31（3） ［17］、
（右）Panasonic「設計 デルプラン／照明設計資料」 ［20］
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表 1：5 色の栄養バランスに基づいた食材分類
出典：EMERALD Company「健康促進データベース」 ［23］
























表 1: 5色の栄養バランスに基づいた食材分類 
出典：EMERALD Company「健康促進データベース」[23] 



















































をしなければならないが、ここでは網膜照度の減少として 25％と 50％の Y（輝度）値を減少
させた結果について示す。
図 5 の結果より、αブレンドの割合が増すにつれ、黄色を表す 600 ［nm］付近の波長成分を
境に短波長と長波長が変化することが分かる。短波長は波長が長くなり、長波長は逆に短くな
るため、500 ～ 550 ［nm］付近の緑系食材色（緑黄色野菜）は波長が長くなって黄緑となり、
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(115,125)  (115,61)   (117,9)   (79,150)  (79,102)  (69,63)  (68,176)   (68,144)   (63,118) 
 (10,121)   (9,59)   (0,25)   (25,148)  (24,101)  (30,76)  (40,174)   (40,143)   (45,126) 
 (36,206)   (36,142)   (35,79)   (48,211)  (48,163)  (47,116)  (53,216)   (53,184)   (53,153) 
 (19,219)   (19,155)   (23,92)   (52,221)  (52,173)  (52,125)  (56,223)   (56,191)   (57,159) 
 (67,20)    (0,0)    (0,0)   (60,116)  (60,105)  (60,105)  (60,182)   (60,176)   (60,176) 


























系色であれば短くする。具体的には図 6 の破線に示すように色相の補正として緑系色は H 値
を右回転させ、赤系色は左回転させることになる。ここでは色相である H 値について図 6 に
示すように純紫線を含む 0 ～ 360°の色相環で表す。また、網膜照度の減少については「光の












ん（黄）である。食事画像から簡潔に 5 色を含む領域を抽出するためにこの画像を N × M に等分し、
5 色の色値が多く含まれる領域に分類した。今回は 18 × 12 で分割し、5 色が多く含まれる部分画
像を図 7 の元画像として示した。この部分画像に対する色補正の結果として、色相を色相環で
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(a) 色相 H を用いた色補正（黄色フィルタあり・なし） 
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